
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号

公
衆
衛
生
修
学
資
金
貸
与
法
施
行
規
則

公
衆
衛
生
修
学
資
金
貸
与
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
基
き
、

公
衆
衛
生
修
学
資
金
貸
与
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
貸
与
の
申
請
手
続
）

第
一
条
　
公
衆
衛
生
修
学
資
金
貸
与
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に

規
定
す
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
貸
与
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
及
び
住
所

二
　
学
校
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
入
学
の
年
月
日

三
　
高
等
学
校
入
学
以
後
の
学
歴

四
　
保
証
人
と
な
る
べ
き
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
、
住
所
及
び
職
業
並
び
に
本
人
と
の
続
柄

２
　
前
項
の
貸
与
申
請
書
に
は
、
大
学
の
進
学
課
程
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十

条
第
二
項
に
規
定
す
る
大
学
の
進
学
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
あ
つ

て
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
）
以
後
に
お
け
る
学
業
成
績
表
及
び
保
証
人
と
な
る
べ
き
者
の
保
証
書
並
び
に
学

業
及
び
人
物
に
つ
い
て
の
所
見
を
記
載
し
た
大
学
の
学
長
又
は
学
部
長
の
推
薦
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
同
項
の
貸
与
申
請
書
に
、
保
証
人
と
な
る
べ
き
者
が
公
衆
衛
生
修
学
資
金
（
以
下
「
修
学
資
金
」
と
い

う
。
）
の
貸
与
を
受
け
た
者
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
旨
を
記
載
し
、
署
名
す
る
こ
と
を
も
つ
て
保
証
書
の

添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
選
考
）

第
二
条
　
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
者
の
選
考
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
書
類
の
審
査
並
び
に
身
体
検
査
及

び
試
問
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
貸
与
申
請
書
の
提
出
期
限
等
）

第
三
条
　
第
一
条
の
貸
与
申
請
書
の
提
出
の
期
限
並
び
に
前
条
の
身
体
検
査
及
び
試
問
の
実
施
に
関
す
る
必
要
な
事

項
は
、
毎
年
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
送
金
）

第
四
条
　
修
学
資
金
の
交
付
は
、
送
金
の
方
法
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
借
用
証
書
）

第
五
条
　
公
衆
衛
生
修
学
生
は
、
修
学
資
金
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
、
借
用
証
書
を
厚
生
労
働
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
返
還
免
除
の
申
請
手
続
）

第
六
条
　
法
第
七
条
第
一
項
又
は
法
第
九
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
修
学
資
金
の
返
還

の
債
務
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
返
還
免
除
申
請
書
に
、
第
三

号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面
を
添
え
て
、
こ

れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
返
還
未
済
の
修
学
資
金
の
額

二
　
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
額

三
　
在
職
し
た
保
健
所
又
は
公
衆
衛
生
修
学
資
金
貸
与
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
七
十
四
号
）
第
三
条

に
掲
げ
る
機
関
（
以
下
「
保
健
所
等
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及
び
在
職
し
た
期
間

四
　
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
又
は
法
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
と
な
つ
た
年
月
日
並
び
に
前
号
に
掲
げ
る
期
間
中
に
お
け
る
休
職

又
は
停
職
の
有
無
及
び
あ
る
と
き
は
そ
の
期
間

五
　
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
又
は
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
公
務
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
公
務
に
起
因
す
る
心
身
の
故
障
の
た
め
免
職
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
旨
及
び
そ

の
年
月
日

六
　
法
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
引
き
続
き
保
健
所
等
に
在
職
し
た
者
と
み
な
さ
れ
る
者
に
あ
つ
て
は
、

保
健
所
等
の
職
員
で
な
く
な
つ
た
後
、
引
き
続
い
て
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
六
条

の
二
第
一
項
又
は
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

臨
床
研
修
（
以
下
単
に
「
臨
床
研
修
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
並
び
に
当
該
臨
床
研

修
を
開
始
し
た
年
月
日
及
び
当
該
臨
床
研
修
を
中
止
し
、
又
は
終
了
し
た
年
月
日

（
返
還
明
細
書
）

第
七
条
　
法
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
修
学
資
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、

そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
（
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
債
務
の
免
除
を
申
請
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
申

請
に
対
す
る
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
返
還
明
細
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
及
び
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
貸
与
さ
れ
な
か
つ
た
修
学
資
金
に

係
る
期
間
が
あ
る
と
き
は
そ
の
期
間

二
　
返
還
す
べ
き
修
学
資
金
の
額

三
　
月
賦
又
は
半
年
賦
の
別
に
よ
る
返
還
方
法
及
び
返
還
額

四
　
返
還
完
了
年
月

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
明
細
書
の
提
出
を
行
つ
た
者
は
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
そ
の
変
更
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
返
還
方
法
変
更
承
認
申

請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
返
還
猶
予
の
申
請
手
続
）

第
八
条
　
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
修
学
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
返
還
猶
予
申
請
書
に
、
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る

に
足
り
る
書
面
を
添
え
て
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
返
還
未
済
の
修
学
資
金
の
額

二
　
保
健
所
等
に
在
職
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
機
関
の
名
称
及
び
医
師
又
は
歯
科
医
師
と
な
つ
た
年
月
日

三
　
保
健
所
等
の
職
員
で
な
く
な
つ
た
後
、
引
き
続
い
て
臨
床
研
修
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
臨
床
研
修

を
行
う
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
並
び
に
当
該
臨
床
研
修
を
開
始
し
た
年
月
日
及
び
そ
の
期
間

四
　
災
害
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
理
由
及
び
猶
予
を
受
け
よ
う
と

す
る
期
間

（
学
業
成
績
表
の
提
出
）

第
九
条
　
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
学
業
成
績
表
の
提
出
は
、
毎
年
四
月
十
五
日
ま
で
に
、
前
学
年
度
末
に
お
け
る

学
業
成
績
を
証
す
る
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
健
康
診
断
）

第
十
条
　
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
健
康
診
断
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
示
す
る
実
施
の
場
所
及
び
期
日
に
お
い
て

受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
届
出
）

第
十
一
条
　
公
衆
衛
生
修
学
生
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
厚
生
労
働

大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
。

二
　
退
学
し
た
と
き
。

三
　
修
学
に
堪
え
な
い
程
度
の
心
身
の
故
障
を
生
じ
た
と
き
。

四
　
休
学
し
、
又
は
停
学
の
処
分
を
受
け
た
と
き
。

五
　
復
学
し
た
と
き
。

六
　
保
証
人
の
氏
名
、
住
所
若
し
く
は
職
業
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
保
証
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
若
し
く

は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
そ
の
他
保
証
人
と
し
て
適
当
で
な
い
事
由
が
生
じ
た
と
き
。

２
　
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
厚
生

労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
項
第
一
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す
る
と
き
。

二
　
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
直
ち
に
保
健
所
の
職
員
と
な
つ
た
と
き
。
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三
　
前
号
の
者
が
保
健
所
の
職
員
と
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
に
医
師
又
は
歯
科
医
師
と
な
つ
た
と

き
。

四
　
保
健
所
等
に
在
職
し
た
者
が
、
保
健
所
等
の
職
員
で
な
く
な
つ
た
後
、
引
き
続
い
て
臨
床
研
修
を
行
な
つ
た

と
き
。

五
　
前
号
の
者
が
当
該
臨
床
研
修
を
中
止
し
、
又
は
終
了
し
た
後
、
引
き
続
い
て
再
び
保
健
所
等
の
職
員
と
な
つ

た
と
き
又
は
保
健
所
等
の
職
員
と
な
ら
な
か
つ
た
と
き
。

六
　
保
健
所
等
の
職
員
で
な
く
な
つ
た
と
き
（
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
。

３
　
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
毎
年
四
月
十
五
日
ま
で
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
年
に
お
い
て
前
項
第
二
号
の
届
出
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一
　
住
所

二
　
四
月
一
日
に
お
け
る
職
業
並
び
に
勤
務
先
の
名
称
及
び
所
在
地

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

第
十
二
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電

磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
並
び
に
申
請
者
又
は
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
申
請
又
は
提
出
の
趣
旨
及

び
そ
の
年
月
日
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貸
与
申
請
書

二
　
第
六
条
に
規
定
す
る
返
還
免
除
申
請
書

三
　
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
返
還
明
細
書

四
　
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
返
還
方
法
変
更
承
認
申
請
書

五
　
第
八
条
に
規
定
す
る
返
還
猶
予
申
請
書

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

第
十
三
条
　
前
条
の
電
磁
的
記
録
媒
体
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
又
は
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
又
は
提
出
者
の
氏
名

二
　
申
請
年
月
日
又
は
提
出
年
月
日

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
七
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
八
月
九
日
厚
生
省
令
第
四
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
八
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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